
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２４年３月２９日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１仙第２１号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２３年２月１日 １５時２７分ごろ 

発生場所 宮城県仙台塩釜港仙台区高砂ふ頭 

仙台北防波堤灯台から真方位２６２°１,７００ｍ付近 

（概位 北緯３８°１６.１′ 東経１４１°０１.４′） 

事故等調査の経過  平成２３年４月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ コンテナ船 KOTA
コ タ

 DAHLIA
ダ リ ア

（シンガポール共和国籍）、６,２４５トン 

    ９４０８４４９（ＩＭＯ番号）、PACIFIC ＩNTERNATIONAL LINES 

Ｂ コンテナ船 オリオン、７４９トン 

   １３６５４７、沖野海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、（中華人民共和国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部外板及び右舷船側外板凹損、船首部ハンドレール曲損 

Ｂ 右舷船首部外板凹損、右舷中央部ハンドレール曲損、右舷中央部外板

及びコンテナ擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか２１人が乗り組み、コンテナ５１本を積載し、平成

２３年２月１日１５時２０分ごろタグボートを使用せずに仙台塩釜港の高

砂ふ頭１号岸壁を離岸した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか４人が乗り組み、高砂ふ頭の東側の２号岸壁に着岸

してコンテナの積荷役を行っていた。 

Ａ船は、約１ノットで航行中、風下に圧流されてＢ船に接近し、船長Ｂ

は、自船に接近するＡ船を認めて積荷役を停止したところ、１５時２７分

ごろＡ船の右舷前部とＢ船の右舷船首が衝突した。 

Ａ船は、右舷船首側をＢ船の船尾まで接触しながら通過し、Ｂ船の後方

に接岸した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風力 ６、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の初期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ 不明、Ｂ なし 

Ａ 不明、Ｂ なし 

あり 

 Ａ船は出航中、Ｂ船は着岸して積荷役中、仙台

塩釜港仙台区において、Ａ船が風に圧流されたこ

とから、両船が衝突したものと考えられる。 

 Ａ船は、出航中、高砂ふ頭２号岸壁で積荷役中

のＢ船に衝突したものと考えられるが、船長Ａか

ら情報が十分に得られなかったため、風に圧流さ

れた状況を明らかにすることはできなかった。  



原因  本事故は、仙台塩釜港仙台区において、Ａ船が出航中、Ｂ船が着岸して

積荷役中、Ａ船が風に圧流されたため、両船が衝突したことにより発生し

たものと考えられる。 

 




